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岩出市イメージキャラクター
そうへぃちゃん

東日本大震災の復興を
支援しよう

2

がんばれ！！
2 月 19 日（日）

和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

スタート午前 11 時　チーム岩出

第 11 回



2012・2　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

▽
中
学
生
男
子

　

松
山　

和
甲　

岩
出
中　

３
年

　

牧
野　

由
人　

岩
出
中　

３
年

　

石
上　

元
基　

岩
出
中　

２
年

　

藤
木　

一
誓　

向
陽
中　

２
年

　

古
川　

喬
也　

岩
出
中　

２
年

　

中
筋　

千
尋　

岩
出
中　

１
年

　

並
松　
　

翔　

岩
出
中　

１
年

　

牧
野　

泰
人　

岩
出
中　

１
年

　

益
田　

知
諒　

岩
出
第
二
１
年

　
▽
中
学
生
女
子

　

成
瀬　

栞
里　

岩
出
中　

３
年

　

山
本　

遥
香　

岩
出
中　

３
年

　

稲
津　

知
佳　

岩
出
中　

２
年

　

寺
浦　

夏
海　

岩
出
中　

２
年

　

井
谷　

祐
依　

岩
出
中　

１
年

　

堀
越　

采
奈　

岩
出
中　

１
年

　

山
田　

朱
里　

岩
出
中　

１
年

　

山
本　
　

樹　

岩
出
中　

１
年

　

綿
村　

侑
南　

岩
出
中　

１
年

▽
小
学
生
男
子

　

出
口　

大
貴　

岩
出
小　

６
年

　

藤
川　

想
大　

山
崎
北
小
６
年

　

三
須　

海
人　

山
崎
北
小
６
年

　

東　
　

光
希　

岩
出
小　

５
年

　

中
林　
　

昴　

岩
出
小　

５
年

　

山
本　

優
樹　

山
崎
小　

５
年

▽
小
学
生
女
子

　

小
田　

智
美　

山
崎
小　

６
年

　

東　
　

美
空　

山
崎
北
小
６
年

　

玉
井　

里
菜　

山
崎
北
小
６
年

　

中
田　

亜
子　

山
崎
北
小
６
年

　

蔭
山　

未
悠　

中
央
小　

６
年

　

山
根　

千
咲　

山
崎
北
小
５
年

　
▽
小
学
生
次
年
度
強
化
選
手

　

田
中　

照
人　

山
崎
北
小
５
年

　

灘　
　

聡
太　

上
岩
出
小
５
年

　

今
里　

花
音　

中
央
小　

５
年

　

山
﨑　
　

光　

上
岩
出
小
５
年

岩
出
市
代
表
選
手
団
を
ご
紹
介
し
ま
す

ジュニア駅伝 OG
　松原杏奈選手

（岩出第二中学校出身で現在は県
  立笠田高校 3 年生）
　松原選手は、昨年 12 月に開催

された全国高等学校駅伝競争大会

の和歌山県女子代表チームのメン

バーとして出場するなど活躍され

ています。

ジュニア駅伝 OB
　田林希望選手

（岩出第二中学校出身で現在は県
  立和歌山北高校 3 年生）
　田林選手は、昨年のインターハ

イで「男子 3000m 障害」で全国 3

位に入賞。また昨年 12 月に開催

された全国高等学校駅伝競走大会

では和歌山県男子代表チームのメ

ンバーとして出場するなど活躍さ

れています。

▲大宮緑地総合運動公園での練習風景

　

２
月
19
日
（
日
）、
第
11
回
和
歌

山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競

走
大
会
が
和
歌
山
市
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
大
会
は
紀
三
井
寺
公
園
補
助
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
県
庁
前

ま
で
の
10
区
間
21
．1
㎞
を
、
各
市

町
村
の
代
表
チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を
つ

な
い
で
競
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、「
市
代
表
チ
ー
ム
」

と
「
オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
」
の
２

チ
ー
ム
が
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
！

　

代
表
選
手
た
ち
へ
の
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岩
出
市
民
の
誇
り
を
持
っ
て

粘
り
強
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

練
習
が
ん
ば
っ
た
分
だ
け
強
く

な
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
練

習
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

がんばれ！！
チーム岩出

　昨年 12 月に開催された

『全国高等学校駅伝競走大

会』に、県代表チームのメ

ンバーとして出場した二人

の先輩から応援メッセージ

が届いています。

応
援
し
よ
う
！(

岩
出
市
代
表
選
手
団
）　
～
２
月
19
日
（
日
）
11
時
ス
タ
ー
ト
～

第
11
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

たばやし のぞむまつはら あんな
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人
権
に
つ
い
て

　
　
　

考
え
よ
う
8/9
回

（
１
）
課
題　

情
報
化
社
会

　
　

に
お
け
る
人
権

（
２
）
基
本
的
な

　
　
　
　
　

考
え
方

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
発
信
者
に

は
匿
名
性
が
あ
り
、
情
報
発
信
が
技

術
的
・
心
理
的
に
容
易
に
で
き
る
と

い
っ
た
面
が
あ
り
、「
他
人
を
誹
謗

中
傷
す
る
表
現
や
差
別
を
助
長
す
る

表
現
・
行
為
」、「
個
人
や
集
団
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
の
記
載
」、「
少

年
少
女
被
疑
者
の
実
名
・
顔
写
真
の

記
載
」
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
で
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
事
柄
で
、
人
権

上
、
特
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
設
問
に
対
し
、「
他
人
を
誹

謗
・
中
傷
す
る
表
現
や
差
別
を
助
長

す
る
表
現
な
ど
、
人
権
を
侵
害
す
る

情
報
を
掲
載
す
る
」（
53
．1
％
）と「
出

会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
犯
罪
を
誘
発
す

る
場
と
な
っ
て
い
る
」（
40
．6
％
）、

「
子
ど
も
た
ち
の
間
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
『
い
じ
め
問

題
』
が
発
生
し
て
い
る
」（
32
．5
％
）

の
３
項
目
が
高
い
割
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
を
解
決
す
る
た
め
に
、

特
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
」
と
の

設
問
に
対
し
て
、「
法
律
を
強
化
し
、

違
法
な
情
報
発
信
者
に
対
す
る
監
視

や
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
」（
53
．

3
％
）
と
「 
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
提
供
す

る
業
者
）
に
対
し
情
報
の
停
止
・
削

除
を
求
め
る
」（
41
．0
％
）、「
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
た
め
「
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
（
※
16
ペ
ー
ジ
参
照
）
機
能
」

の
利
用
を
普
及
・
促
進
す
る
」（
30
．

7
％
）
の
３
項
目
が
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

今
後
、
情
報
化
が
さ
ら
に
進
む

中
、
情
報
の
収
集
・
発
信
に
お
け
る

個
人
の
責
任
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の

理
解
促
進
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど

に
無
防
備
に
ア
ク
セ
ス
し
て
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
の
教
育
・
啓
発
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
保
護
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
国
民
一
人

ひ
と
り
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
基
本
的

人
権
の
問
題
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す

進
む
情
報
化
社
会
の
中
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
か
ら
市
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の

情
報
モ
ラ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
使
用
に
よ
っ
て
被
害
者
と
な
ら
な

い
た
め
の
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
個

人
情
報
保
護
条
例
」
お
よ
び
「
情
報

公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

の
保
護
に
努
め
る
と
と
も
に
条
例
の

遵
守
を
徹
底
し
ま
す
。

（
３
）
施
策
の

　
　
　
　

基
本
方
針

◆
情
報
教
育
の
促
進
と
情
報

　

モ
ラ
ル
の
育
成

◆
情
報
活
用
能
力
の
育
成

インターネットを利用した人権侵害を受けた者のための相談・支援
体制を充実させる

インターネット利用者やプロバイダーなどに対して、個人のプライバシー
や名誉に関する正しい理解を深めるための教育・啓発活動を推進する

プロバイダーに対し情報の停止・削除を求める

法律を強化し、違法な情報発信者に対する監視や取締りを強化する

第三者による電子メールの閲覧の禁止

公的機関や企業等が個人情報保護法を正しく理解し、適正な安全対策を
とる

子どもの安全を守るため「フィルタリング機能」の利用を普及・促進する

無回答

表現の自由にかかわる問題であり、慎重に対応する必要がある

わからない

特にない

その他

「インターネットによる人権侵害を解決するために、特に必要なことはどのようなことだと思いますか」（市民意識調査の結果）    

53.3%

20.4%

27.2%
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30.7%

6.8%

0.7%
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11.4%

6.8%

0% 20% 40% 60%



2012・2　広報いわで　　4

NEWS
IWADE

【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

　

平
成
24
年
度
第
７
回
岩
出
市
と
き

め
き
交
通
大
学
の
学
生
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、

４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
、
月
１
回

の
参
加
実
践
型
の
講
習
会
等
を
実
施

し
ま
す
。

○
対
象
者

　

原
則
65
歳
以
上
で
岩
出
市
在
住
で

　

あ
れ
ば
、
運
転
免
許
の
有
無
を
問

　

わ
ず
誰
で
も
申
込
で
き
ま
す
。

○
募
集
定
員　

　

25
名
（
募
集
期
間
は
２
月
末
日
ま

小
倉  

し
の
ぶ 

氏

平
成
23
年
度 

保
健
衛
生
（
医

事
・
保
健
予
防
）
お
よ
び
薬

事
衛
生
功
労
者
に
対
す
る
知

事
感
謝
状
贈
呈
に
つ
い
て

３
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

　

来
年
度
で
第
７
回
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
卒
業
さ
れ
た
学
生

の
皆
さ
ん
も
、
修
得
さ
れ
た
交
通
安

全
知
識
を
実
践
の
場
で
充
分
発
揮
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
も
し
く
は
次
の
連
絡
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
交
通
防
犯
係

    

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）

平
成
24
年
度  

第
７
回
岩
出
市

と
き
め
き
交
通
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

▲四輪車事故体験シュミレーション体験の様子

保
健
衛
生
（
保
健
予
防
）

功
労
部
門

知
事
感
謝
状
贈
呈

　

み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
号

広
報
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岩
出
市
総
合
保
健

　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

第
15
回
岩
出
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・

第
20
回
公
民
館
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

日   

時
場   

所

福
田  

孝
二 

氏
（
山
）

　

去
る
12
月
15
日
、
福
田
孝
二
氏

か
ら
、
民
俗
資
料
館
へ
民
具
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
民
具

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
対

し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
寄
贈
資
料

　

天
秤
ば
か
り
（
２
点
）

　

秤
の
重
り
（
２
点
）

民
具
資
料
の
寄
贈　

お
礼

ふ　

く　

だ

こ　

う　

じ

昨
年
度
の
岩
出
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
様
子

▲ お　

ぐ　

ら
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【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

　

第
４
分
団
第
３
部　
　

村
山
嘉
伸

　

第
４
分
団
第
４
部　
　

岩
田
敏
彦

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

福
田
義
信

　

第
４
分
団
第
６
部　
　

谷
口
雅
人

○
和
歌
山
県
消
防
協
会
那
賀
支
部
長

　
　
　
　
　

    

勤
続
表
彰
（
17
年
）

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

辻
井　

勉

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

金
谷
幸
男

　

第
２
機
動
隊　
　
　
　

澤
井
照
明

　

第
１
分
団
第
１
部　

椋
木
武
良

　

第
２
分
団
第
３
部　

三
谷
忠
弘

　

第
２
分
団
第
４
部　

木
村
光
宏

　

第
２
分
団
第
５
部　

山
本　

修

　

第
３
分
団
第
２
部　

西　

道
久

　

第
３
分
団
第
３
部　

安
村
和
義

　
（
同
）　
　
　
　
　
　

安
村
俊
彦

　

第
４
分
団
第
２
部　

亀
井
裕
司

○
岩
出
市
優
秀
部
隊
表
彰　

　

第
１
分
団
第
５
部
（
高
塚
）

　

第
２
分
団
第
７
部
（
境
谷
）

平
成
24
年

　

岩
出
市
消
防
団
出
初
式
挙
行

　

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
監
督　

藤
田  

平 

氏
に
よ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
指
導

▲

▲各部隊による一斉放水の様子

　

平
成
23
年
12
月
10
日
、
大
宮
緑

地
総
合
運
動
公
園
（
岩
出
市
西
野

４
１
７
）
に
お
い
て
、
岩
出
市
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
（
岩
出
ヤ

ン
キ
ー
ス
・
岩
出
グ
リ
ー
ン
ズ
・
山

北
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
根
来
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
・
岩
出
ホ
ー
ク
ス
）
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
野
球
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
熱
心
に
指
導
を

聞
き
、
プ
ロ
の
技
術
を
学
び
ま
し

た
。

元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
開
催

○
講
師

　

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
監
督

　
　

藤
田  

平 

氏

　

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

　
　

岩
田  

徹 

氏

　

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

　
　

亀
山  
努 

氏

　

元
広
島
カ
ー
プ

　
　

井
上  

紘
一 
氏

　

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

　
　

田
村  

領
平 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

　

１
月
３
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て

消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
中
芝

市
長
挨
拶
の
後
、
部
隊
視
閲
永
年
勤

続
者
等
の
表
彰
を
行
い
、
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岩
出
橋
下
流
紀
の
川
の
北

側
河
川
敷
に
お
い
て
、
各
部
隊
が
一

斉
放
水
を
行
い
、
出
初
式
は
盛
会
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

団
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

○
和
歌
山
県
消
防
協
会
会
長

　
　
　
　
　

  

勤
続
表
彰
（
20
年
）　

　

第
１
分
団
第
４
部　
　

岩
西
俊
治

　

第
１
分
団
第
５
部　
　

髙
松
克
之

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

田
邑
隆
則

　

第
４
分
団
第
２
部　
　

吉
田
武
弘
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NEWS IWADE

【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

　家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づいて課税

されます。年の途中で取り壊し等された家屋につきましては、翌年度の

課税内容に影響がありますので、必ず手続をお願いします。

平成 23 年度固定資産税第４期

分の納期限は、

2 月 29 日（水）です。期日

に遅れないようにお納めくだ

さい。

固定資産税納期

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

上記いずれかの手続が必要です。

法務局へ『滅失登記』

※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・
税務課

からのお知らせ
【問い合わせ先】

税務課　　　　TEL.62-2141（代）
市民税係　　　内線141~144
固定資産税係　内線145~147
納税係　　　　内線151~153

森林を県民の財産として守り育てるための「紀の国森づくり税」が延長されます

○納税義務者
　個人および法人の県民税均等割の納税者

○税額
　個人　500 円（均等割に加算）

　法人　1,000 円～ 40,000 円（均等割に５％を加算）

○期間
　平成 19 年度から施行し、今回、平成 24 年度から 5

　年間延長

平成 19 年度から施行されている紀の国森づくり税が、引き続き平成 24 年度から 5 年間延長されます。

○目的
　水源のかん養、県土の保全等の公益的機能を有する森

林からすべての県民が恩恵を受けているとの認識に立

ち、森林を県民の財産として守り育て、次の世代に引き

継いでいくことを目的として、県民の理解と協力のも

と、森林環境の保全および森林と共生する文化の創造に

関する施策に要する経費の財源を確保するため、県民税

の均等割に加算をしています。



7　　広報いわで　2012・2

税務課からのお知らせ

【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

【日　時】　平成 24 年 2 月 14 日（火）～ 3 月 9 日（金）　

　　  　　  午前 9 時 30 分～正午、午後１時～４時　

【場　所】　岩出市役所　３階第６会議室

　※土・日・祝日は開設しておりません。

　※土地・建物や株式等の譲渡所得および贈与税の相談は行っていませんので、「紀の川市商工会館」で申告してく

　　ださい。

　※開設初日は混雑が予想されます。混雑の状況により早めに受付を終了させていただく場合があります。

　※申告会場へお越しの際は、前年分の申告書の控え等をお持ちください。

　　市県民税申告書については、3 月 15 日（木）まで受付します。

　　3 月 12 日～ 15 日までは、市役所職員のみの対応になり、税務署職員は不在です。

　自宅やオフィスからインターネットを利用して、申告や納税ができる「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」を

ご利用いただき所得税の申告をすると

　①最高４,000 円の税額控除
　　本人の電子証明書を付して申告期限内に行う必要があります。

　　適用は、平成 24 年分までの間でいずれか 1 回のみです。

　②添付書類の提出省略
　　源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより提出を省略することができます。

　③還付金がスピーディー
　　３週間程度に短縮して処理しています。　

※なお、国税庁のウェブサイトでは、確定申告書がご自分で作成できる「確定申告書等作成コーナー」を掲載してい

　るほか、各種申告書・申請書用紙もダウンロードできます。

　ご自分で作成された申告書は、郵送等でも提出できますので、ぜひご利用ください。

国税庁のウェブサイトは「http://www.nta.go.jp」です。

所得税確定申告会場のご案内

【郵送等による申告書の提出先および問い合わせ先】
　〒 649-6592　紀の川市粉河 807　　粉河税務署　個人課税部門　　

　℡ 0736-73-3301　

　※音声案内に従って電話機を操作してください。なお、申告会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。

１ 岩出市役所の申告会場

国税電子申告・納税システム（e-Tax：イータックス ) について

【日　時】　平成 24 年 2 月 1 日（水）～ 3 月 15 日（木）　

　　  　　  午前 9 時～午後 5 時

　　　　　※土・日・祝日は開設しておりません。

　　　　　※会場の都合により、なるべく午後４時ごろまでにお越しください。

【場　所】　紀の川市商工会館（粉河駅南側）

　　　　　紀の川市粉河 878-2

２ 粉河税務署の申告会場

粉河税務署の申告会場は、「紀の川市商工会館」です。

※申告会場へお越しの際は、前年分の申告書の控え等をお持ちください。

〔 〕
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保険年金課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
保険年金課　　TEL.62-2141（代）
国保 ・ 年金係　内線191・193
介護保険係　　内線189・198
保健医療係　　内線167・183

　　

○口座振替の利点　その１！
　毎月金融機関等に出向く必要がなくなり、納め忘れもありません！
　　国民年金保険料の納付を口座振替にすれば、一度手続するだけで、

　指定の口座から毎月自動的に保険料が引き落とされます。

○口座振替の利点　その２！
　納付書で納めるよりお得です！
　・月々の口座振替を早割（保険料の当月末振替）にした場合

　　１ヶ月につき 50 円割引になります。
　・１年分または半年分をまとめて（一括前納）口座振替にすると

　　納付書で納めるより割引額が大きくなります。

　

・国民健康保険税第 9 期
・介護保険料普通徴収第 9 期
・ 後期高齢者医療保険料第 8 期

※便利で確実な口座振替制度をご利
　用ください。

納期限

納期限は
2 月 29 日（水）です。

のお知らせ

※期日に遅れないようにお納めくだ
　さい。

　

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの

健康を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この

制度を健全に運営するためのもので、みなさんに公平に

負担をお願いしています。

　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納期限から１年を経過しても納付されない場合は、

次のような措置をとらせていただきます。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 187・188）

２、預貯金や給与等を差し押さえる場合があり
　　ます。（差し押さえられた預貯金等はお返し
　　することができません。）
　　　納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係ま

　　で納税相談にお越しください。

　9 日（木）・23 日（木）午後８時まで

  2 月の夜間納税相談日
１、保険証に替えて「資格証明書」を交付します。
　「資格証明書」の交付を受けると、

　①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税さ

　　れます。

　②医療費の全額を自費で支払い、後日国保・年金係へ

　　申請をすれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。

　　ただし、払い戻し額の全額または一部を差し止める

　　ことがあります。

国保税の納め忘れはありませんか

（災害等により納付困難なときは、税・延滞金の減

免、一部負担金の免除に該当する場合があります。）

国民年金保険料の納付は、
　　　　　　口座振替が便利です！

○申し込み方法
　　銀行や郵便局など金融機関窓口に、年金手帳（もしくは納付書）・

　預金通帳・口座届出印を持参し、「国民年金保険料口座振替納付申出

　書」にご記入ください。（口座振替納付申出書は市役所保険年金課に

　もあります。）

　　なお、平成 24 年４月分の保険料から一括前納を希望される場合、

　口座振替納付申出書を、２月 29 日（水）までに、和歌山東年金事務

　所に届くよう手続を行ってください。

○問い合せ先　国保・年金係（内線 192）

　　例えば・・・
　平成 23 年度の保険料を１年分一括前納したときの割引額は、納付

書での支払いの場合、3,220 円。口座振替した場合、3,800 円です。
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保険年金課からのお知らせ

　　

　

○ 65 歳になると介護保険の第 1 号被保険者になり、
　市から被保険者証と介護保険料の納付書が送られて
　きます。
　　被保険者証は、被保険者としての資格を証明する

　とともに、要介護の認定における申請の際に必要な

　ものですので、大切に保管してください。

※開催日が決まり次第、市ウエブサイトに掲載します。

◆申込方法
　印鑑・年金手帳等基礎年金番号のわかるものおよび本

　人確認書類（運転免許証等）を持参ください。（代理

　人が請求する場合は、委任状が必要です。）

　日本年金機構では、インターネットでいつでもご自身

の年金加入記録（国民年金、厚生年金保険）の確認がで

きる「ねんきんネット」サービスが開始されています。

　利用するためには事前に登録が必要ですので、日本年

金機構ホームページ（http:www.nenkin.go.jp/）をご覧

ください。

　また、ご自宅でインターネットの利用が難しい方に

は、市役所国保・年金係でも年金記録の確認ができます

ので、ご利用ください。

◆受付時間
　月～金曜日の午前９時から午後５時（祝日、12 月 29

　日から１月３日を除く）まで

ねんきんネットをご利用ください

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 192）

　岩出市の介護保険サービスや施設等を公正に運営し

ていくための話し合いの場として、介護保険運営委員

会を設置しています。

　なお、委員会は傍聴することができますので、傍聴

を希望される方は、保険年金課介護保険係までお問い

合わせください。（ただし、内容によっては非公開と

なる場合もあります。）

○問い合わせ先
　介護保険係（内線 179）

第 2 回「介護保険運営委
員会」を傍聴できます

８名

事　前　申　込
事前に電話でお申し込みください。
2 月 3 日（金）から先着順で受け付けます。

傍聴者の定員

開　催　日　時

　2 月中旬（予定）

65 歳になったら介護保険
料の納付をお忘れなく

○介護保険料はいつから納めるの？
　　介護保険料は、65 歳の誕生日の前日が属する月

　分からかかります。介護保険料の算定方法等は、第

　２号被保険者のときと違いますので、送付されてく

　る通知書でご確認ください。

○どうして保険料を納めないといけないの？
　　介護保険制度は、介護を必要とする方を社会全体

　で支える制度であり、介護保険料は制度を支える大

　切な財源の一つです。

　　介護が必要になったとき安心して介護保険のサー

　ビスを利用できるよう保険料は必ず納めましょう。
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保険年金課からのお知らせ

所得区分
後期高齢者医療制度

＋介護保険
（75 歳以上）

被用者保険または
国民健康保険＋介護保険

（70 歳～ 74 歳）

被用者保険または
国民健康保険＋介護保険

（70 歳未満）
①現役並み（上位）所得者 67 万円 67 万円 126 万円

   ②一般所得者 56 万円 56 万円 67 万円

  ③低所得者
Ⅱ 31 万円 31 万円

34 万円
Ⅰ 19 万円 19 万円

○算定基準額

※所得区分について
　①現役並み（上位）所得者（*70 歳以上…被保険者証の負担割合が「3 割」の方　*70 歳未満…被保険者の基礎控
　除後の所得の合計額が 600 万円超の世帯の方）②一般所得者（①・③以外の方）③低所得者（*70 歳以上…低所
　得者Ⅱ→住民税非課税世帯の方、低所得者Ⅰ→住民税非課税世帯で世帯の所得が一定基準以下の方　*70 歳未満…
　住民税非課税世帯の方）

　高額医療・高額介護合算療養費の申請は、7 月 31 日時点で加入している医療保険者へ行います。

※医療保険における自己負担額は保険適用のものに限ります。
　世帯で合算する場合、70 歳未満の人の医療費については医療機関ごと（入院・外来・歯科別）にそれぞれ自己負
　担額 2 万 1,000 円以上（月額）を支払ったときのみ合算対象になります。
※基準額を超えた額が 500 円未満の場合は支給されません。
※月単位での一部負担の合計額は高額療養費および高額介護（予防）サービス費の支給分を除きます。

　同じ世帯に属する介護保険の被保険者の方が、１年間（毎年８月～翌年７月）に、

医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、被用者保険など）の一部負担金と介
護保険の利用者負担額を合計した金額が、次の算定基準額を超えた場合、その超えた

金額が高額介護合算療養費（高額医療合算介護（予防）サービス費）として支給され

ます。

高額医療・高額介護合算療養費の申請はお済みですか

医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度です

高額医療・高額介護合算制度とは？

☆後期高齢者医療制度の支給対象者には、平成 23 年 12 月に市役所から申請書
　を送付しています。

※国民健康保険の支給対象者には、3 月頃に送付予定です。被用者保険等の方には、

　市役所から送付されませんので、ご加入の医療保険者へお問い合わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者であっても申請書が届かない場合がありますのでご注意を！

計算対象期間（平成 22 年 8 月 1 日から平成 23 年 7 月 31 日 まで）
の間に、

・引っ越しされた方
・医療保険者が変わった方
・亡くなられた方
などにつきましては、国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者で

あっても申請書が届かない場合がありますので、該当すると思われる場

合は、平成 23 年７月 31 日時点で加入している医療保険者へお問い合

わせください。

　・後期高齢者医療制度について

　　保健医療係（内線 183）

　・国民健康保険について

　　国保・年金係（内線 188）

　・介護保険について

　　介護保険係（内線 198）

○問い合わせ先
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生活環境課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
生活環境課　　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　内線185・186
クリーンセンター
　　　　　　　TEL.62-0814

　市民の皆様には今夏は特に節電のご協力をいただき、誠にありがとう

ございます。しかし、関西電力管内では今冬の電力需給状況が夏に引き

続き厳しくなることが見込まれるため、冬も節電にご協力いただくよう

求められています。

　そこで、市民の皆様には次の節電の取り組み例を参考にしていただ

き、夏に引き続き節電にご協力をお願いします。

　市では、家庭から排出されるごみの減量化および堆肥化による資源の

再利用（リサイクル）を図るため、生ごみ処理容器について購入価格の

2 分の 1 を補助しています。

　生ごみ処理容器 ( Ａ ) タイプ、( Ｂ ) タイプの補助枠がありますので、

ご希望の方は、印鑑をご持参のうえ、生活環境課までお越しください。

　なお、電話での申し込み受付はできませんのでご了承ください。

生ごみ処理容器購入を補助します

品名 購入価格 補助金額 自己負担金
生ゴミ処理容器（Ａ）
直径 65cm ×
高さ 69.2cm

7,875 円 3,937 円 3,938 円

生ゴミ処理容器（Ｂ）
直径 30.5cm ×
高さ 42.5cm

5,355 円 2,677 円 2,678 円

　市では、家庭から排出される生ご

みの自家処理を促進し、ごみの減量・

資源化を図るため、電動式生ごみ処

理機を購入する方に、その費用の一

部を次のとおり補助しています。
○補助対象者

　①市内に住所を有する方（法人等

　　事業所は除く）

　②市内に店舗を有する販売店から

　　処理機を購入する方

　③平成 24 年３月 31 日までの期

　　間に生ごみ処理機を購入し、自

　　己の住居に設置できる方

　④周辺の人に迷惑のかからないよ

　　う、常に良好な状態で維持管理

　　できる方

　⑤堆肥として利用するなど適切に

　　処理し、生ごみを減量化できる方

　⑥市税の滞納がない方

○受付期間
　平成 24 年３月 31 日まで。ただし、

　補助予定台数（30 台）に達した場

　合は、その時点で締切りさせてい

　ただきます。

○補助対象品目
　電動式生ごみ処理機

○補助金額等
　1 世帯当たり１台とし、購入金額

　の２分の１の額を補助。ただし、

　補助限度額は 20,000 円とします。

○問い合わせ先
　生活環境課（内線 185・186）

電 動 式 生 ご み 処 理 機
の購入を補助します

地球温暖化対策シリーズ　45 回目

冬の節電にご協力をお願いします！

３月２３日（金）までの 平日

※午後６時～９時は電力使用量が増えるので、特にご
　協力をお願いします。

午前９時～午後９時

節電をお願いする期間・時間帯

※健康に影響のない範囲でご協力をお願いします。

家庭における 節電の取り組み例

暖房

暖房を使う時は、カーテンやブラインドを閉めて外気を入れない
ようにしたり、ドアやふすまを閉めて暖房範囲を小さくする
設定温度を控えめ（20℃を目安）にし、こたつや電気カーペット
などの部分暖房を活用したり、重ね着をして膝かけなどを利用す
る
暖房は外出 30 分前に消すなどして、使用時間を短くする

照明 昼間は照明を控えるなどして、使用時間を短くする
テレビ つけっぱなしにしないなど、見る時間を短くする
炊 飯
ジャー

保温をやめて、炊いた後はすぐに保存する

お湯 使う時は出しっぱなしにしない
お風呂 続けて入り追い炊きを避ける
  保温
  便座

保温便座の温度設定を下げ、使わない時は便座のふたを閉める
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○犬は、綱や鎖でつないで飼いましょう！
　散歩をさせるときは、必ず引き綱や鎖などを使いましょ

　う。

○鑑札、注射済票は必ず犬の首輪などに付けましょう！
　万が一の行方不明時に、「鑑札・注射済票」は迷い犬

　札になります。

○排便のしつけをしましょう！
　・排便（尿）は専用トイレ等、決まった場所でさせま

　　しょう。（自宅で済ませてから散歩をしましょう。）

　・散歩中に「ふん」をした時は、必ず持ち帰りましょう。

○鳴き声、悪臭を出させないようにしましょう！
　・犬のつなぐ場所を考え、迷惑をかけないように飼い

　　ましょう。

　・飼っている場所を清潔にしましょう。

犬・猫の飼育は飼い主の責任と愛情で !!
　最近、飼い主のわからない猫に庭や家屋を排泄物で汚

された、鳴き声がうるさい等の苦情が増えています。責

任をもって、他人に迷惑のかからないように飼いましょ

う。

平成 24 年 7 月 1 日からごみ有料化を実施します！

ごみの減量化と資源化の促進
・有料化により費用負担をしていただくことで、ごみを

   出さない工夫をするなど、ごみ問題に関心をもってい

   ただくことができるとともに、資源ごみの有効活用を

   図ることができます。

公平性の確保と処理施設の延命化
・  排出量に応じて費用負担をしていただくので、公平性

   が確保されます。

・ごみ排出量の減少に伴い、埋め立て処分量が減り、最

   終処分場の延命化につながります。

・岩出クリーンセンターで処理するごみ量が減少するこ

  とから、設備にかかる負荷が軽減され、長寿命化を図

  ることができます。

有料化の目的・ねらい 効果

　現在、岩出市は広域的に廃棄物を適正処理するため大阪湾の埋め立てによる『大阪湾フェニックス計画』に参画し

ています。しかし、その埋め立て計画は、平成 33 年度以降の計画の目途が立っていないため、既存の処分場をでき

るだけ長期にわたって活用するように求められています。

　本市では、市民の皆様のご協力のもと平成 11 年から市内全域においてごみの分別収集を行い、ごみの削減、リサ

イクル等に加え地球温暖化防止に向け取り組んできたところですが、このたび市では、ごみの削減のために有効な手

段であり、国、県が推奨しているごみの有料化を平成 24 年 7 月 1 日から導入する運びとなりました。

　ごみの有料化により、ごみの減量化が図られ、また、ごみの排出量に応じての費用負担となるため公平性が確保さ

れると考えております。市民の皆様方のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。

ごみ有料化について市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

○全国　　　　

　1,747 市町村中　1,050 市町村（実施率 60.2％）

○和歌山県内　　　

　　 30 市町村中　　  25 市町村（実施率 83％）

現在有料化を実施している市町村
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岩出クリーンセンター内では、施設改修・修繕工事が行われていますので、通行には十分注意してください。

○問い合わせ先　生活環境課　　　　　　℡ 62-2141（内線 185・186）

2月
の不燃物と資源ご
みの回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線より東側の地域
2月1日・15日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線より西側の地域
2月8日・22日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」には、ポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等の
プラスチック製品は含みません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみ
として排出されないようにお願いします。

○岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
　「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等の住所確認ができる証明書」により住所の確認を実施させ
ていただいております。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
＊搬入された一般廃棄物が、事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排出
　先の確認にご協力ください。
＊家庭用カセットボンベ・スプレー缶等は、塵芥車の火災の原因となりますので使い切ってください。
＊岩出クリーンセンターへお越しになる場合は、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
　してください。（交差点に注意）

　　　　　　　　【ごみの搬入時間は】
　　　　　　　　・月～金／午前 8 時 30 分～正午
　　　　　　　　・土曜日／午前 8 時 30 分～午後 3 時（事業系ごみを除く）

●市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、自己の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第３条）
●事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法及び条例）
●事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は岩出クリーンセンターで
　随時受付しています。）
●岩出クリーンセンター内の通行は、職員の指示に従ってください。

みんなでつくろう！　ごみのないまち・きれいなまち・美しいふるさとづくり

岩出クリーンセンター　℡ 62-0814

ご注意

クリーンセンターからのお知らせ

　ごみの不法投棄禁止 !
　ごみを河川、堤防、道路などに捨てた場合には、廃棄

物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃掃法」といい

ます。）により処罰されます。

　ポイ捨てや不法投棄は、環境汚染を招くなど多くの皆

様に多大な迷惑となりますので、こうした社会のルール

やマナーに反する行為はやめましょう！

　ごみを出す場合は、きちんと分別し、不適切なごみが

混ざっていないか確かめ、市の指定袋に入れ、収集日に

決められた集積場所に出しましょう。 ≪ごみを捨てると法律により罰せられます！≫
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保健推進課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
総合保健福祉センター
保健推進課　　TEL.61-2400

電話のかけ間違いにご注意ください

　平成 24 年度検診申込書は 3 月広報と一緒に配布します。
　対象者、検診内容等の説明をご覧の上、希望の方は、3 月 26 日
までに保健推進課にお申し込みください。

広報いわで平成 24 年 1 月号に掲載しておりました、65 歳以上の方のイ

ンフルエンザ接種期限に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

平成 24 年度成人検診申込書は
　　　　　　　3 月に配布します

岩   

出   

市   

健   

康   

づ   

く   

り   

計   

画   
ふ   
れ   

あ   

い   

健   

康   

21

　国民の 2 人に 1 人ががんにかかり、3 人に

1 人ががんで亡くなる今日、がんは国民病の

ひとつになりました。

　がんは生活習慣・生活環境の見直しにより

予防できることが分かってきました。また、

早期発見・早期治療を徹底すれば、約半数は

完全に治ゆすることができるといわれていま

す。がんと聞くと怖い病気のように思います

が、予防可能な、また治療可能な病気といっ

ても過言ではありません。

『がん』について
目標 1　年に１回はがん検診を受けましょう

①家族・友人・近所で声を掛けあって受診しましょう
②受診後の精密検査を受けましょう
③未受診者への受診を勧奨します

①たばこはやめましょう
②がん予防をこころがけた食習慣を身につけよう

目標 2　がんを予防する生活習慣を身につけましょう

①がんについての正しい知識を身につけよう

目標 3　がんに対する知識を深めましょう

　「岩出市健康づくり計画ふれあい健康 21」につ

いて、６月から計８回にわたり紹介してきました

が今回で最終になります。

　健康づくりは、市民一人ひとりが生活習慣を見

直し、健康的でより快適な生活を目標に生活習慣

を改善していくことが基本です。今後も健康的な

生活実現のために、個人の努力に併せて医療機関

などの関係機関や市民健康団体、行政が一丸とな

り、地域社会全体で健康づくりを推進します。

１条 たばこを吸わない
２条 他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条 お酒はほどほどに
４条 バランスのとれた食生活を
５条 塩辛い食品は控えめに
６条 野菜や果物は豊富に
７条 適度に運動
８条 適切な体重維持
９条 ウィルスや細菌の感染予防と治療
１０条 定期的ながん検診を
１１条 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
１２条　正しいがん情報でがんを知ることから

がんを防ぐための新 12 か条
（財団法人　がん研究振興財団） ( )  

ウィルスや細菌の感染からがんへ進行するこ
とがあります。
    例えば・・・  肝炎ｳｨﾙｽ→肝臓がん
　　　　　　     ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｨﾙｽ→子宮頸がん
　　　　　　     ﾋﾟﾛﾘ菌→胃がん
詳しい情報はインターネット
がんを防ぐための 12 カ条で検索できます。

（誤）平成 24 年 3 月 31 日まで
（正）平成 24 年 1 月 31 日まで

インフルエンザ予防接種
期限の訂正とお詫び 接種期限
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保健事業予定表 平成 24年2月分 平成 24年3月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 27日(月） 平成23年 10月生まれ 19日（月） 平成23年 11月生まれ 13：00～13：15
岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

28日（火） 21日（水）

７か月児 21日（火） 平成23年 7月生まれ 13日（火） 平成23年 8月生まれ 13：00～13：1522日（水） 14日（水）

１歳8か月児 14日（火） 平成22年 6月生まれ   6日（火） 平成22年 7月生まれ 13：00～13：1515日（水）   7日（水）

３歳６か月児 10日（金） 平成20年 7月生まれ   9日（金） 平成20年 8月生まれ 13：00～13：3017日（金） 16日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 14日（火） 平成23年 3月生まれ   6日（火） 平成23年 4月生まれ 9：00～9：3015日（水）   7日（水）

２歳６か月児
10日（金）

 平成21年 7月生まれ
  9日（金）

平成21年 8月生まれ 9：00～9：30
17日（金） 16日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

29日（水）

 ・妊婦体操　　　　　　
 ・産後のうつ予防　　　
 ・新生児期の赤ちゃんに
   ついて

21日(水）

 ・ママの体操　　　　　
 ・赤ちゃん体操（産婦・生
   後１か月～４か月まで
   の赤ちゃんが対象です。）

  9:45～10:00

  　(予約制）

 

栄
養
教
室

離乳食 20日（月） 離乳食について 12日(月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

 

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
      健康や育児等に
      ついての相談

毎週月曜日
      健康や育児等に
      ついての相談

9:30～11:00

献　血
日程・場所はテレビから
でも確認できます。

○確認方法
テレビ和歌山→

リモコンのdボタンを押す

→「けんけつ＋ちゃんねる」

→「献血場所を探す」

11日（土）
 オークワミレ二アシテ

 ィー岩出店
4日（日）

 岩出市総合保健福祉セン

 ター（ふれあいまつり）

21日（火）

 コーナン岩出店

 （10：00～12：00）

 （株）赤井工作所

 （13:30～16:00）

10日（土）
 オークワミレ二アシテ

 ィー岩出店

 21日（水）  エバグリーン岩出中迫店

10：00～12：00                       
13：00～16：00

・一般献血 （16
  ～69歳）
・65歳以上の
 方は 、60～64
 歳のときに１
 回でも経験の
 ある方

診療時間は、午前 10 時～正午までと
　　　　　　午後１時～４時までです。

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

2
月

5 日 岡本歯科医院 紀の川市粉河389-7 73-4970

11 土 岡本歯科医院 紀の川市名手市場125 75-2047

12 日 藤田歯科医院 紀の川市中三谷17-20 77-6060

19 日 岩崎歯科医院 岩出市川尻56-3 62-9888

26 日 林歯科医院 岩出市金池401-8 62-6012

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

　

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　
　

小
児
成
育
医
療
支
援
室

　
　

平
日
（
月
～
金
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は

　
　

  

除
く
）

　

・
公
立
那
賀
病
院

　
　

毎
週
木
曜
日　

　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理

　

士
、
社
会
福
祉
士
、
ソ
ー

　

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　
　

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て

　

い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で

　

面
談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

　

予
約
日
を
決
め
て
来
院
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
相

　

談
は
無
料
で
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

　

児
成
育
医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
―
４
４
１
―
０

　
　

８
０
８

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発

達
の
こ
と
、
子
育
て
の

悩
み
、
学
校
で
の
問
題

な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
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青少年

【問い合わせ先】
生涯学習課　　TEL.62-2141
青少年女性係　内線282　　　　

健全育成
コーナー

【まとめ】

　昨年 11 月、岩出市青少年育成市民会議の主催により、市内各小学校

区で「校区別懇談会」を開催しました。

　テーマは『ネット問題を考える』・・・。

　インターネットは、世界中の情報を簡単に収集できる便利なツール

で、利用者は年々増加するとともに低年齢化しています。しかし、誤っ

た使い方をすると危険なものへと一変します。今回は「子どもたちのネッ

ト環境を安全なものにすること」に視点をおき、インターネットを正し

く活用するためにはどうすればよいかを話し合いました。

校区別懇談会でネット問題を考えました！！

※フィルタリングとは？

　インターネットのサイトを一定の

基準で「表示してよいもの」と「表

示するのが好ましくないもの」に分

けて、好ましくない有害サイトへの

接続をできなくする機能のこと。

▲校区別懇談会の様子

　子どもを取り巻くネット問題や保護者の考え等を踏まえ、家庭では次のような取り組みが必要であると考えられま

す。

　岩出市青少年育成市民会議では、家庭においてフィルタリングをかけること、家庭でのルール作りについて広く呼

びかけてまいりたいと思います。市民の皆様もご協力よろしくお願いします。

青少年を取り巻くネット問題（例）

○サイトにアクセスしてお金を請求された

○掲示板に自分のメールアドレスや写真が掲載されていた

○ネットで悪口をかきこまれた

○チェーンメールが送られてきた　　　　　　　　　など

○小学生は塾の送迎等があるので、ＧＰＳ付きの携帯を持たせたい

○携帯を持たせることで、子どもの居場所が把握できる安心感があ

　る

○子どものインターネット使用について大人の危機感、緊張感が足

　りないのでは？

○携帯を持つにあたって、家庭でルール作りをしても続かない

○市全体で子どものフィルタリング※は当たり前という指導ができ

　れば・・・

保護者からの意見

○小・中学生が、安全にインターネットを使用するためには、100％ではありませんが、フィルタリングをかける

　ことが大切です。

○安心してインターネットを利用するためには、子どもの成長に伴って変わっていく判断基準を家族で一緒に話し

　合い正確につかむこと、ルールを決めたら、子どもは守ること、家族は見守ることが大切です。

今後の取り組み
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　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141
　　　　　　　　　　　　　　（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362(FAX兼)
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

暮らしの

情  報
   

子
育
て

﹃
保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！
﹄

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
所
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い
、
ま
た

子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
就
学

前
の
在
宅
幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
︙
毎
年
５
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
月
１
回　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

○
申
込
方
法
︙
実
施
日
の
２
週
間
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し
ま
す
。

　
（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お
や
つ
代
１
０
０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ　ロ　グ　ラ　ム

・午前 10 時
　受付・自由遊び・片付け

・午前 10 時 10 分～ 10 時 50 分
　点呼・手遊び・テーマ遊び
　（その月によって変わります）

・午前 10 時 50 分～ 11 時 5 分
　休憩・自由遊び・片付け

・午前 11 時 10 分～ 11 時 25 分
　おやつ・絵本・紙芝居を見る

問い合わせ先

3
月
の
開
放
日

保
育
所
名

電
話
番
号

3
月
8
日︵
木
︶

山
崎
北
保
育
所

62
︲
０
７
３
２

3
月
13
日︵
火
︶

山
崎
保
育
所

62
︲
２
８
４
４

3
月
15
日︵
木
︶

上
岩
出
保
育
所

62
︲
２
８
１
４

3
月
21
日︵
水
︶

根
来
保
育
所

62
︲
２
７
０
１

3
月
22
日︵
木
︶

岩
出
保
育
所

62
︲
２
４
０
２

○
テ
ー
マ　
「
知
能
を
伸
ば
す
か
か

　
　
　
　
　

  

わ
り
方
」
に
つ
い
て

○
日
時　

２
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
（
２
階
研
修
室
B
）

○
講
師　

臨
床
心
理
士

　
　
　
　
　
　

奥
出  

久
実 

氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組
（
一
時
保
育
あ
り
）

※
希
望
の
方
は
、
２
月
６
日
（
月
）

　

か
ら
15
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
―
３
３
６
２

﹃
子
育
て
座
談
会
﹄

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

お 

く 

で 

く　

み 
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暮らしの情報

ふれあい学級 成人講座

趣　　旨

　ふれあい学級は、健康で生きがいのある有
意義な人生をおくるため、積極的に学びたい
と願っている方が、一堂に会して、心の交流
を深めながら楽しい学習活動と社会参加を進
める学級です。

　情報化・国際化・少子高齢化の進行など社
会情勢が、急変する中で、現代社会の多くの
課題に的確に対応し、研修生相互の心の交流
を深め合いながら、積極的に地域社会に寄与
するための学習活動を実施します。

期　　間 4 月～翌年 3 月（6 月は休講）
毎月１回

4 月～翌年 2 月（12 月は休講）
毎月 1 回（原則として第 3 土曜日）

場　　所 各地区公民館
（岩出・山崎・紀泉台・根来・上岩出）

岩出市総合保健福祉センター

時　　間 午後 1 時 30 分から午後 3 時まで 午後 1 時 30 分から午後 3 時まで

対 象 者 60 歳以上の方で、積極的に学び、1 年間継続
して参加できる岩出市民の方

20 歳以上で、積極的に学び、1 年間継続して
参加できる岩出市民の方（但し、学生は除く）

主　　催 岩出市教育委員会 岩出市・岩出市教育委員会
受 講 料 無料

学習内容
健康講座・運動指導・教養講座・歴史講座・人権
講座・歌唱指導・料理教室・映画鑑賞・交通安全
教室・消費者啓発講座など

行政講座・健康講座・教養講座・歴史講座・
人権講座・移動学習など

定　　員 各学園　70 名 約 100 名

申込期日 平成 24 年 2 月 24 日（金）必着
〔年度途中からの参加も可能です。〕 平成 24 年 2 月 24 日（金）必着

申込方法

　受講希望者は、郵送はがきで申し込むか、
直接・岩出市教育委員会生涯学習課または各
地区公民館（所定の申込用紙）に申し込みく
ださい。
　○はがきの記入内容　
　・「ふれあい学級」申込み
　・住所　・氏名（ふりがな）　・年齢
　・電話番号
　・参加希望学園名（岩出・山崎・紀泉台・根来・
　 上岩出）

　受講希望者は、郵送はがきで申し込むか、
直接・岩出市教育委員会生涯学習課または各
地区公民館（所定の申込用紙）に申し込みく
ださい。
　○はがきの記入内容　
　・「成人講座」申込み
　・住所　・氏名（ふりがな）　・年齢
　・電話番号

申込先および問い合わせ先 岩出市教育委員会生涯学習課生涯学習推進係　〒 649-6292　岩出市西野 209 番地　
℡ 62-2141（内線 283）

平成 24 年度　生涯学習事業　ふれあい学級・成人講座受講生を募集します

   
生
涯
学
習

ふ
れ
あ
い
学
級
を

　
　
　

開
催
し
ま
す

歴
史
講
座
を

　
　
　

開
催
し
ま
す

○
教
養
講
座

　
「
心
が
伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

  

ン
」

○
講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　

日
本
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ

　
　
　
　

協
会
認
定
講
師

　
　
　
　

加
島  

祐
子 

氏

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時　

２
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時　

２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時　

２
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時　

２
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時　

２
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

　

対
象　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳

　
　
　
　

以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
内

の
歴
史･

文
化
に
関
心
や
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
郷
土

愛
を
培
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室　
　

○
演
題　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
出
の
な
り
た
ち

　

～
各
時
代
か
ら
見
た
岩
出
～

○
講　

師

　

岩
出
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷  

正
紀 

氏

○
問
い
合
わ
せ
先

　

民
俗
資
料
館

　

℡
63
―
１
４
９
９

は　

せ

ま
さ
の
り

か 

し 

ま 

ゆ 

う 

こ
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暮らしの情報

講　

座

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

○
場
所　

那
賀
振
興
局　

３
階　

大

　
　
　
　

会
議
室

○
定
員　

１
０
０
名

○
講
演
内
容

　
「
自
死
予
防
活
動
の
実
際
」

　

～
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
の
取
り
組
み
を
通
し
て
～

　

講
師　

藤
藪　

庸
一 

氏
（
Ｎ
Ｐ

　
　
　
　

Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ

　
　
　
　

ト
ワ
ー
ク
代
表
）

○
主
催　

那
賀
圏
域
障
害
児
・
者
自

　
　
　
　

立
支
援
協
議
会

○
問
い
合
わ
せ
先

　

麦
の
郷　

紀
の
川
・
岩
出
生
活
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
６
―
78
―
２
８
０
８

﹃
な
る
ほ
ど
川
柳
﹄
で
男
女
共
同

参
画
を
考
え
よ
う
！
参
加
者
募
集

ふ
じ
や
ぶ

　

川
柳
に
興
味
の
あ
る
方
、『
男
女

共
同
参
画
？
な
ん
か
む
ず
か
し
そ
う

︙
』
と
思
っ
て
い
る
方
、
川
柳
で
男

女
共
同
参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

○
日
時　

　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階
視
聴
覚
室

○
講
師　

　

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
副
学
部
長

　

舩
越　

勝  

氏

○
参
加
対
象
者

　

18
歳
以
上
の
岩
出
市
在
住
ま
た
は

　

岩
出
市
内
に
勤
務
す
る
方

○
定
員　

30
名
程
度

○
一
時
保
育　

　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

　

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
︻
事
前

　

申
し
込
み
２
月
14
日
（
火
）
ま
で
︼

○
申
し
込
み
方
法　

　

①
氏
名
・
年
齢
②
住
所
③
連
絡
の

　

わ
が
国
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
自

殺
者
数
が
毎
年
３
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
自
殺
は
、
心
理
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
た
末
の
選
択
で
あ
り
、
自
殺

者
の
多
く
は
直
前
に
う
つ
病
な
ど
の

精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
白
浜
町
の
三
段
壁
で
パ
ト

ロ
ー
ル
や
自
殺
志
願
者
へ
の
救
助

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
白
浜
レ
ス

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
践
と

活
動
を
通
し
た
思
い
を
聴
き
、「
何

を
大
切
に
自
死
予
防
に
取
り
組
む
の

か
」
そ
し
て
「
い
の
ち
と
は
、
生
き

る
こ
と
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
共
に

　

と
れ
る
電
話
番
号
④
一
時
保
育
の

　

有
無
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

　

の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　

い
。

○
申
込
期
間　

２
月
1
日
～
14
日

○
企
画
・
運
営

　

ほ
っ
と
け
ー
き
（
岩
出
市
男
女
共

　

同
参
画
推
進
員
会
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参
画
担
当

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
―
５
２
２
９

　

e
―m

ail　
koushitsu@

city.iw
ade.

　

 lg.jp

第
４
回
岩
出
市
男
女

共
同
参
画
推
進
講
座

AXF

﹁
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
﹂

○
日
時　

３
月
９ 
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

○
対
象　

講
座
終
了
後
、
岩
出
図
書

　
　
　
　

館
で
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
活

　
　
　
　

動
が
可
能
な
方

○
定
員　

先
着
30
名　

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
内
容

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、一
定
の
テ
ー

　

マ
を
立
て
て
一
定
時
間
内
に
何
冊

　

か
の
本
を
複
数
の
聞
き
手
に
紹
介

　

す
る
こ
と
で
す
。

　

あ
な
た
の
お
薦
め
の
本
を
ブ
ッ
ク

　

ト
ー
ク
で
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
講
師　

和
歌
山
県
立
図
書
館
司
書

○
申
込

　

申
込
受
付
は
２
月
３
日
（
金
）
か

　

ら
で
す
。

　

岩
出
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
直
接

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
電
話

　

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

岩
出
図
書
館

　

℡
62
―
７
２
２
２

　
　

62
―
７
１
５
０

精
神
保
健
福
祉
講
演

会
の
ご
案
内

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

AXF

よ
う
い
ち

ふ
な
ご
し

ま
さ
る 
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総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

　

２
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

　

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き　

　
　

が
必
要
で
す
。

　

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て　

　
　

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す　

　
　

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い　

　
　

ま
せ
ん
。

　

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入　

　
　

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り　

　
　

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　

℡
62
―
０
３
７
０

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
岩
出
市
内
に

は
７
人
の
委
員
の
方
が
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

２
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

　
　

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

☆
人
権
相
談
☆

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

相　

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、
行
政
機

関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
等
ど
ん
な
こ
と

☆
行  

政  

相  

談
☆

☆
消
費
生
活
相
談
☆

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸
金

業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
紀
の
川
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

２
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

紀
の
川
市
役
所
粉
河
分
庁
舎
３
階

　
「
く
ら
し
の
窓
口
」

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

★
岩
出
市
開
設
★

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

・
山
崎
北
小
学
校

　

・
岩
出
中
学
校

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン
ド
）

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
電
話

62
―
２
１
４
１
内
線
２
７
４
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
教  

育  

相  

談
☆

○
日
時　

　

２
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
場
所

　

和
歌
山
市
中
野
31
番
地
１

　

オ
ー
ク
ワ
パ
ー
ム
シ
テ
ィ
和
歌
山

　

店　

３
階
ジ
ス
ト
ホ
ー
ル

○
相
談
内
容

　
　

多
重
債
務
事
件
等
の
法
律
相
談
、

　

遺
言
書
の
作
成
等
の
公
証
関
係
、
登

　

記
、
供
託
、
人
権
相
談

　
　

た
だ
し
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

　

相
談
は
、
先
着
10
名
の
完
全
予
約

　

制
。

○
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す

　

℡
０
９
０
―
８
９
８
３
―
３
７
６

　
　

０
ま
た
は
０
９
０
―
３
０
３
９

　
　

 

―
９
０
１
０
（
当
日
限
り
）

○
予
約
申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課　

　

℡
０
７
３
―
４
２
２
―
５
１
３
１

﹁
全
国
一
斉
！
法
務
局

休
日
相
談
所
﹂

   
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　

上
野
満
智
子

︿
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属
﹀

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時

　

２
月
15
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階
D
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

・
市
長
公
室

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

・ 

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
73
―
３
３
１
１
（
内
線
１
４
２
）
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募　

集

○
募
集
課
程
・
学
科

　

定
時
制
課
程 

（
昼
間
コ
ー
ス
・
夜

　

間
コ
ー
ス
）
普
通
科

○
受
検
資
格

　

以
前
に
高
等
学
校
に
在
籍
し
て
い

　

た
者
で
、
高
等
学
校
を
中
途
退
学

　

し
た
者

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
出
願
期
間

　

平
成
24
年
２
月
13
日
（
月
）
か
ら

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
10

　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
出
願
手
続

　

入
学
志
願
者
は
、
次
の
書
類
を
紀

　

の
川
高
等
学
校
長
に
提
出
願
い
ま

　

す
。

　

ア 

編
入
学
願 （
本
校
所
定
用
紙
）

　

イ 

前
在
籍
高
校
に
お
け
る
単
位

　
　

 

修
得
証
明
書
お
よ
び
成
績
証

　
　

  

明
書

○
検
査
日
時

　

平
成
24
年
３
月
９
日
（
金
）

　

午
前
８
時
50
分
か
ら

○
検
査
内
容

平
成
24
年
度
県
立
紀

の
川
高
等
学
校
編
入

学
生
徒
募
集
要
項

　

学
科
試
験 （
国
語
、数
学
、英
語
）、

　

作
文
お
よ
び
面
接
。
た
だ
し
、
平

　

成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
者
に
つ
い
て
は
学
科
試
験
を
免

　

除
し
ま
す
。

○
検
査
会
場　

紀
の
川
高
等
学
校

○
合
格
発
表

　

平
成
24
年
３
月
16
日
（
金
）　
　

　

午
前
10
時
か
ら
掲
示
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
高
等
学
校

   
〒
６
４
９
―
７
１
２
２ 

和
歌
山
県

　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
新
田
１
２
０ 

　

℡
０
７
３
６
―
22
―
０
６
１
９

　
　

０
７
３
６
―
22
―
５
９
４
０

AXF
○
大
会
日

　

平
成
23
年
11
月
19
日
（
土
）

○
場
所　

海
南
市
民
運
動
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

　
　
　
　
　
（
64
チ
ー
ム
参
加
）

　

準
優
勝　

岩
出
カ
ト
レ
ア

　
　
　
　
　

松
下
國
彦
・
武
田
弘
・

　
　
　
　
　

大
島
暸
子

　

第
３
位　

岩
出
さ
く
ら

　
　
　
　
　

辻
内
曙
・
鈴
木
勇
三
・

   

大
会
結
果

第
７
回
海
南
市

秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

○
大
会
日

　

平
成
23
年
11
月
13
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

○
結
果

▽
男
女
混
成
Ａ
ゾ
ー
ン
の
部

　

優
勝　

さ
く
ら

▽
男
女
混
成
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
部

　

優
勝　

紀
ノ
川
ド
ル
カ
ス

▽
フ
リ
ー
男
子
の
部

　

優
勝　

近
大
サ
ー
ク
ル

▽
フ
リ
ー
女
子
Ａ
ゾ
ー
ン
の
部

　

優
勝　

さ
く
ら

▽
フ
リ
ー
女
子
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
部

　

優
勝　

Ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ

︿
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

協
会
主
催
﹀

第
６
回
岩
出
市
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

上
野
満
智
子

︿
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属
﹀

　
　

優
勝　

丸
島
已
歩　
（
中
央
小
）

　
　

二
位　

生
熊
展
太　
（
中
央 

小
）

　
　

三
位　

出
口
凌
太
郎　
（
根
来

　
　
　
　
　

小
）

　
　

三
位　

岩
田
伸
太
郎　
（
中
央

　
　
　
　
　

小
）

　

▽
小
学
五
・
六
年
（
男
女
）
の
部

　
　

優
勝　

福
井
維
吹　
（
上
岩
出

　
　
　
　
　

小
）

　
　

二
位　

永
田
大
和　
（
中
央
小
）

　
　

三
位　

生
熊
飛
呂
人　
（
中
央

　
　
　
　
　

小
）

　
　

三
位　

渡
邊
日
向　
（
中
央
小
）

　

▽
中
学
（
男
子
）
の
部

　
　

優
勝　

梶
本
優
士　
（
岩
出
二

　
　
　
　
　

中
）

　
　

二
位　

石
本
剛　
（
岩
出
二
中
）

　

▽
中
学
（
女
子
）
の
部

　
　

優
勝　

竹
橋
実
夏　
（
岩
出
二

　
　
　
　
　

中
）

　
　

二
位　

宮
城
緑　
（
岩
出
中
）

︿
岩
出
市
剣
道

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
﹀

○
大
会
日　

　

平
成
23
年
12
月
18
日
（
日
）

○
場
所　

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

　

▽
小
学
生
初
心
者
の
部

　
　

＊
１
年
の
部

　
　
　

優
勝　

武
田
響　
（
山
崎
北

　
　
　
　
　
　

小
）

　
　

＊
２
年
の
部

　
　
　

優
勝　

山
部
晃
太
郎
（
山
崎

　
　
　
　
　
　

北
小
）

　
　

＊
３
・
４
年
の
部

　
　
　

優
勝　

西
川
真
守　
（
山
崎

　
　
　
　
　
　

北
小
）

　

▽
小
学
一
・
二
年
（
男
女
）
の
部

　
　

優
勝　

山
本
小
萌
音
（
山
崎
北

　
　
　
　
　

小
）

　
　

二
位　

岩
永
麗　
（
上
岩
出
小
）

　

▽
小
学
三
・
四
年
（
男
女
）
の
部

第
６
回
岩
出
市
民

少
年
剣
道
錬
成
大
会
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○
大
会
日　

　

平
成
23
年
12
月
４
日
（
日
）

○
場
所　

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

　
︽
個
人
︾

　

▽
小
学
２
年
生
女
子
の
部

　
　

２
位　

中
山
紅
里

　

▽
小
学
５
年
生
女
子
の
部

　
　

２
位　

寺
本
未
夢

︿
岩
出
柔
伸
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
﹀

第
６
回
那
賀
地
方

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

柔
道
大
会

　

岩
出
市
で
は
、
通
学
路
1 ※

に
面
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
2 ※

の
倒
壊
に
よ
る

事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
児
童
・
生

徒
を
は
じ
め
と
す
る
通
行
人
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
撤
去
す
る
方
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

1 ※ 

岩
出
市
教
育
委
員
会
が
指
定
し
て

　

い
る
通
学
路

2 ※ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
積
み
な
ど
倒
壊

　

に
よ
り
通
行
人
に
重
大
な
被
害
を

　

及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
も
の

○
補
助
金
の
額

　

・
撤
去
を
行
う
場
合

　
　
　

撤
去
に
か
か
る
費
用
の
２
分

　
　

の
１
以
内
で
、
撤
去
す
る
面
積

　
　

に
対
し
て
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

　
　

た
り
４
︐
０
０
０
円
を
上
限
と

　
　

し
て
計
算

　

※
た
だ
し
、
最
高
10
万
円
ま
で

　

・
撤
去
し
た
あ
と
に
軽
量
の
塀
な

　
　

ど
を
設
置
す
る
場
合

　
　
　

撤
去
の
補
助
金
に
加
え
て
、

　
　

設
置
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の

　
　

１
以
内
で
、
設
置
延
長
に
対
し

　
　

て
１
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
４
︐

　
　

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
計
算

　

※
た
だ
し
、
最
高
５
万
円
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
施
設
係

　

℡
62
―
２
１
４
１
（
内
線
２
７
２
）

通
学
路
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
改
善
事
業

○
結
果

　

▽
男
子
１
部

　
　

優
勝　

平
野
晃
一
・
朝
稲
拓
弥

　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

　
　

２
位　

谷
口
宏
紀
・
土
肥
慶
多

　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

　
　

３
位　

山
東
祐
也
・
尾
方
裕
樹

　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

　

▽
女
子
１
部

　
　

優
勝　

桑
滝
春
菜
・
仮
家
麻
美

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

２
位　

福
岡
美
幸
・
西
元
彩
乃

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

３
位　

中
村
亜
由
美
・
岩
崎
祥

　
　
　
　
　

子
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

　

▽
男
子
２
部

　
　

優
勝　

山
本
晃
司
・
坂
口
友
祐

　
　
　
　
　
（
近
大
生
物
理
工
学
部
）

　
　

２
位　

鳥
居
敬
・
津
田
好
寛（
加

　
　
　
　
　

太
ク
ラ
ブ
）

　
　

３
位　

平
野
英
孝
・
沖
浩
二（
那

　
　
　
　
　

賀
ク
ラ
ブ
）

　
　

３
位　

畑
中
信
之
介
・
山
門
俊

　
　
　
　
　

紀
（
近
大
生
物
理
工
学

　
　
　
　
　

部
）

　

▽
女
子
２
部

　
　

３
位　

加
藤
麻
紀
・
村
畑
佳
美

　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

　

▽
男
子
３
部

　
　

優
勝　

松
山
裕
章
・
久
保
田
康

　
　
　
　
　

介（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

２
位　

諏
訪
剛
・
曲
出
朗
久（
那

　
　
　
　
　

賀
振
興
局
）

第
25
回
岩
出
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
大
会
日　

　

平
成
23
年
11
月
27
日
（
日
）

○
場
所　

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

　
　

３
位　

山
中
健
志
・
林
田
和
幸

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

　

▽
女
子
３
部

　
　

２
位　

岡
本
美
晴
・
西
川
理
恵

　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

　
　

３
位　

田
中
瑞
穂
・
神
崎
有
美

　
　
　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

　

▽
男
子
４
部

　
　

優
勝　

山
本
智
也
・
尾
崎
充
孝

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

　

▽
女
子
４
部

　
　

優
勝　

東
紀
子
・
東
里
映
（
オ

　
　
　
　
　

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

　

▽
初
心
者
の
部

　
　

優
勝　

吉
川
浩
幸
・
中
筋
久
彰

　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

　
　

２
位　

沼
弘
佳
・
鍵
本
典
子（
オ

　
　
　
　
　

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

︿
岩
出
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
﹀



23　　広報いわで　2012・2

米や
地域の食材
を使った

料理

岩出市生活研究グループ協議会

【料理名】　冬野菜のカレーシチュー（なばな入り）　

【材料】（４人分）

・大根　・・・・・・・・・・・・・・・　1/4本（200g）

・ニンジン　・・・・・・・・・・・　中1本（100g）

・里芋　・・・・・・・・・・・・・・・　4個（200g）

・生椎茸　・・・・・・・・・・・・・　4枚

・鶏肉　・・・・・・・・・・・・・・・　250g

・なばな　・・・・・・・・・・・・・　1/2束（100g）

・牛乳　・・・・・・・・・・・・・・・　200cc

・サラダ油　・・・・・・・・・・・　大さじ1

・固形スープの素　・・・・・　1個

・カレー粉　・・・・・・・・・・・　小さじ1

・塩　・・・・・・・・・・・・・・・・・　小さじ1

・コショウ　・・・・・・・・・・・　少々

①大根、ニンジン、里芋は、皮をむいて一口
　大の乱切りにする。椎茸も同様に切る。
②里芋に少量の塩をこすりつけ、下ゆです
　る。
③なばなは、さっとゆで、水にとって冷ま
　し、水気をしぼって２cmの長さに切っ
　ておく。
④鶏肉は、一口大に切る。
⑤なべにサラダ油を熱し、③の鶏肉、ニン
　ジン、大根、里芋、生椎茸の順に入れ、炒
　める。
⑥油がまわったら、水300ccとスープの素
　を加え、アクを取りながら煮て、野菜が
　軟らかくなったら、カレー粉、塩、コショ
　ウ、牛乳を加え、②のなばなを入れて5分
　ほど煮て火を止める。

【作り方】

耐　震　診　断
を 受 け ま せ ん か？

無料で

▲新潟県中越沖地震

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅限定（プ
  レハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ
  床面積２００㎡以下

問い合わせ先
都市計画課開発指導係

℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

根来公園墓地

○根来公園墓地は豊かな自然に抱かれています

使用者募集中

豊かな自然に囲まれて、静かな空間がそこにあります。そろそろ、

うぐいすの鳴き声が聞こえてくる頃です。

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 222）

「うぐいすの鳴く声が聞こえる」
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　和歌山県内における台風 12 号と東日本大震災による被災者の方々への支援として、市役所をはじ
めとする市内公共施設に義援金箱を設置しています。
　皆様方のご協力をお願い申し上げます。義援金は和歌山県を通じて、被災した市町村に配分されま
す。

市役所１階福祉課、市役所２階市長
公室、総合保健福祉センター、各地
区公民館（中央、岩出、山崎、紀泉台、
根来、桜台、上岩出、船山）、岩出図書
館、駅前ライブラリー、総合体育館、
民俗資料館

義援金箱設置施設（15 カ所）
○義援金の送金状況
　1 月 12 日現在の金額　
　・台  風  1  2  号　　３, ６０７, ５４０円
　・東日本大震災　２３, ３００, ９７３円
　　　　（ご協力ありがとうございます。）

○問い合わせ先　

　・福祉課　℡ 62-2141（内線 335）

　・社会福祉協議会　℡ 63-3246

東  日  本  大  震  災
和歌山県平成 23 年台風 12 号 義援金箱の設置

岩出警察署からのお知らせ

○問い合わせ先
　岩出警察署

　℡ 0736-63-0110

　インターネットは、好きなときにほしい情報をほし

いだけ得られる大変便利な道具です。

　その一方で、不確実で無責任な違法情報や有害情報

もあふれており、それらにアクセスしたことが原因

で、子どもたちが犯罪に巻き込まれてしまう事件が多

発しています。

　保護者の無知と無関心も、子どもたちをインター

ネット関連の犯罪へ向かわせる大きな要因です。

携帯電話・インターネット
使用のルールはありますか？

★ 18 歳未満の少年がインターネットを利用する
　 場合、保護者の義務としてフィルタリング ( ※
　 p16 参照）をすることが法律で定められてい
　ます。

　和歌山線活性化検討委員会では、昨年度に引き続

き、ＪＲ和歌山線×和歌山電鐵貴志川線スタンプラ

リーを開催しています。

　子どもたちにインターネットを利用させる際には、
その危険性をきちんと教え、利用時間帯などのルール
を決め、守らせるようにしましょう。

○問い合わせ先　

　総務課総務係

　℡ 62-2141（内線 126）

※詳しくは、和歌山線活性化検討委員会ウェブサイト

　「みんなで乗ろう！ＪＲ和歌山線」

　（http://wakayamasen.com/）をご覧ください。

2 月 29 日（ 水 ） ま で（ 応 募 締 切 は、3 月 7 日（ 水 ）
当日消印有効）

　この機会に、ぜひＪＲ和歌山線と和歌山電鐵貴志川

線をご利用ください。

ＪＲ和歌山線×和歌山電鐵貴志川
線スタンプラリー好評開催中！

開　催　期　間

両線の乗車確認印および沿線スポットに設置のス

タンプを押印し応募いただいた方の中から

★抽選で 200 名様に、スーパー駅長たまグッズと
　ＪＲ和歌山線沿線特産品のセットが当たります。

★スタンプラリー達成者には、もれなく「スタン
　プラリー達成証明書」をプレゼント
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～子育て中の親のためのプログラム～

『コモンセンス ･ ペアレンティング プログラム』
　　　　　　　　　　　　　　で育児スキルを学ぼう！

Ｈ 23 年度和歌山県　地域子育て創生事業

■日　　時：平成 24 年 3 月 6 日（火）、13 日（火）午前 10 時～午後 1 時

■場　　所：岩出市総合保健福祉センター（ｉｉセンター）視聴覚室　※基本的に 2 日間出席可能な方

■定　　員：30 名

■対　　象：4 歳～小学校低学年のこどもの保護者､ 子育て支援者

■参  加  費：500 円

■一時保育：予約制 8 名まで　子ども 1 人 400 円（2 日分）

　　　　　　※託児をご希望の方はできるだけ早くお申し込みください

■申込締切：2 月 24 日（金）まで　※ 定員になり次第終了いたします

ＦＡＸ  受　講　申　込　書

●申し込み・問い合わせ先　《岩出そらまめサポート事務所》

　〒 649-6214   岩出市水栖 81-2

    ℡：0736-60-4337  F    ：0736-60-4338  MAIL：isora ＠ comdesign-npo.com

　 問い合わせ時間 ：月～金　午前 9 時～午後 5 時

●主　催　《NPO 法人 Com 子育て環境 デザインルーム／コムデザイン》

●協　力　《岩出市》

AX

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講日程 時　間 場　所 ワーク内容

1 3 月 6 日（火）

～

岩出市総合保健福祉セ

ンター（ｉｉセンター）

視聴覚室

わかりやすいコミュニケーション、良い結果・悪
い結果、効果的なほめ方

２ 3 月 13 日（火）
予防的教育法、問題行動をただす教育法、自分自
身をコントロールする

午前 10 時

午後 1 時

（岩出市開催）

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・要

・不　要

託　児 お子様の名前 ( ﾌﾘｶﾞﾅ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女

ふりがな

月齢／年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒

　コモンセンス・ペアレンティングは、アメリカ最大の児童福祉施設「ガールズ・アンド・ボーイズタウン」で開発

されました。

　子どもの問題行動を減らし、望ましい行動を増やすための効果的な育児の方法を、大人（親など）がしっかりと身

につけるプログラムです。

　このプログラムでは、子どもの自立を促し、子どもが家族や社会の一員として適切な振る舞いができるようになる

方法を 6 つに大別しています。

　6 つの方法は難しいものではありませんが、育児に生かすにはそれを学び練習することが必要です。

　「子どもが言うことを聞いてくれない」「反発ばかりする」そんな時の適切な関わり方を学習するプログラムです。

ぜひ一度、ご参加ください。
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【ワクワク教室】 参加者募集！！  現在参加申込みを、 電話で受付中！

2 月 12 日（日）／冬の観察会「冬芽と早春の里山」

2 月 11 日（土）、18 日（土）／ひな祭りの寄せ植え（材料費必要（1,500 円））

2 月 25 日（土）、3 月 3 日（土）／山の幸染め教室　※どちらか都合の良い日を選択

（材料費必要（ランチョンマット：800 円、スカーフ：1,600 円、その他コースター等））

【展示会】 午前９時～午後５時まで （最終日は午後４時３０分まで）

2 月   3 日（金）～ 5 日（日）／早春の盆栽展、早春の洋ラン展（即売あり）

【園内ミニツアー】 日時 ： 毎週土曜日および日曜日と、 祝祭日　午後 1 時～ 2 時

【2 月の休園日】7 日（火）、14 日（火）、21 日（火）、28 日（火）

【
問
い
合
わ
せ
先
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歌
山
県
植
物
公
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緑
花
セ
ン
タ
ー　
〔
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４
９
ー
６
２
１
１　
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歌
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県
岩
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市
東
坂
本
６
７
２

〔
電　
　

話
〕６
２
―
４
０
２
９　
〔
Ｆ 

Ａ 

Ｘ
〕６
３
―
２
５
７
０　
〔E-m

ail

〕center@
w

-botanicalgarden.jp

和  
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山  

県  

植  

物  

公  

園  

緑  

花  

セ  

ン  

タ  

ー  

か  

ら  

の  

お  

知  

ら  
せ

2 月 19 日（日）／絵手紙教室　早春の便りを描く（材料費必要（300 円））

2 月 26 日（日）／洋ランの育て方教室

2 月 18 日（土）～ 19 日（日）／なごみ盆栽銘風展（即売あり）

2 月 18 日（土）～ 3 月 11 日（日）／花と緑の写真展（旧称：園内花の写真展）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※「花と緑の写真コンテスト」の応募作品を展示

2 月 23 日（木）～ 3 月 11 日（日）／絵手紙教室展

　　　　　　　　　　　　　　　　　※「絵手紙教室　早春の便りを描く」の参加者作品を展示

【花ガイド養成講座受講生募集！！】

　県民のみなさまにご愛顧いただいている和歌山県植物公園緑花センターも、開園 34 年を迎え、今

年度から、指定管理者として NPO 法人根来山げんきの森倶楽部が管理運営を開始いたしました。

　私たちはボランティア団体として、市民感覚を活かした運営で緑花センターをより一層来園者のみ

なさまに親しんでいただける公園にしていきたいと努力しています。

　その取り組みの一環として、今回、公園内で来園者に花や緑の案内などをしていただくボランティ

アを募集します。

　花や緑に興味のある方、おしゃべりが好きな方、写真や看板など案内のためのツールづくりに関心

がある方、何でもいいからみんなとわいわい楽しみたい方など、あなたのやる気を緑花センターで活

かしてみませんか。たくさんの応募をお待ちしています。

まつたに

4 月 14 日 ( 土 )・21 日 ( 土 )　植物の仕組みと園内の植

　　　　　　　　　　　　　   物観察　 

5 月 12 日 ( 土 )・26 日 ( 土 )　同上

6 月  9 日 ( 土 )　花づくりの技術と庭木の管理（座学と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習）

7 月 14 日 ( 土 )　温室の植物観察（サボテン・多肉植物

　　　　　　　　　　　　　　　　と熱帯植物）

8 月 11 日 ( 土 )　話し方と園内でのガイド実習

ガイダンス

【講演】植物園の役割とサービスについて

【講師】京都府立植物園名誉園長　松谷 茂※さん

※京都府立植物園を公立植物園入園者 NO1 に引き上げ

　園長を務めた４年間、その地位を守り続けた熱血園長

○日程と内容

▲洋ラン展の様子

3 月 10 日 ( 土 )
○定員

3，000 円（全 8 回）○参加費

先着 30 名（18 才以上の方）
定員になり次第締切

午前 9 時 30 分～午後 4 時
昼食は各自でご準備ください

○時間しげる
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

2月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

5 日・12 日　
「おはなしドロップス」

岩出図書館おはなし室

午後 1 時 30 分～

毎週日曜日に、
　おはなし会
　　開催！！おはなし会

2 月の

場所

休館前の貸出・返却日程
かりる日 本をかえす日 ＡＶをかえす日

2 月 3 日（金） 3 月 2 日（金） 2 月 10 日（金）
2 月 4 日（土） 3 月 2 日（金） 2 月 11 日（土）
2 月 5 日（日） 3 月 2 日（金） 2 月 12 日（日）
2 月 6 日（月） 3 月 2 日（金） 2 月 14 日（火）
2 月 7 日（火） 3 月 2 日（金） 2 月 14 日（火）
2 月 8 日（水） 3 月 2 日（金） 2 月 15 日（水）
2 月 9 日（木） 休館日

2 月 10 日（金） 3 月 2 日（金） 3 月 2 日（金）
2 月 11 日（土） 3 月 3 日（土） 3 月 2 日（金）
2 月 12 日（日） 3 月 4 日（日） 3 月 2 日（金）
2 月 13 日（月） 振替休館日
2 月 14 日（火） 3 月 6 日（火） 3 月 2 日（金）
2 月 15 日（水） 3 月 7 日（水） 3 月 2 日（金）
2 月 16 日（木） 蔵書点検休館
2 月 17 日（金） 蔵書点検休館
2 月 18 日（土） 蔵書点検休館
2 月 19 日（日） 蔵書点検休館
2 月 20 日（月） 蔵書点検休館
2 月 21 日（火） 蔵書点検休館
2 月 22 日（水） 蔵書点検休館
2 月 23 日（木） 蔵書点検休館
2 月 24 日（金） 蔵書点検休館
2 月 25 日（土） 蔵書点検休館
2 月 26 日（日） 蔵書点検休館
2 月 27 日（月） 蔵書点検休館
2 月 28 日（火） 蔵書点検休館
2 月 29 日（水） 蔵書点検休館
3 月 1 日（木） 休館日
3 月 2 日（金） この日から通常どおり

※ 2 月 13 日（月）は、振替休館日です

休館前・休館中のご案内

最高の恩師がくれたもの―
　　　　　それは、逃げずに立ち向かう勇気。
＜出演＞ジェイデン・スミス、ジャッキー・チェン
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（2010 年アメリカ）

★休館に伴い、2 月 3 日（金）～ 15 日（水）の間の図書の貸出は、貸出期間を
　3 週間に延長します。
★図書の貸出冊数は、最多で 10 冊です。
★視聴覚資料（貸出期間 1 週間 3 点）・複製画（貸出期間 1 ヶ月 1 点）については、
　通常どおりです。
★返却期限の前にお返しいただく場合は下記の返却ポストをご利用ください。
　・岩出図書館返却ポスト（正門の右側）
　・駅前ライブラリーブックポスト
　　ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、紙芝居など破損の恐れのあ
　　る資料は開館時に直接カウンターにお返しください。

※ 3 月 1 日（木）は、休館日です

岩出図書館は、特別整理期間のため休館させていただきます
2 月 16 日（木） ～ 2 月 29 日（水）

特別整理期間のお知らせ

特別整理期間の作業内容の一例

2 月 20 日（月）～ 2 月 29 日（水）

　この期間以外の休館時については、インターネットサービスをご利用いただけ
ます。ただし、受取可能の予約資料の確保および通知は３月２日以降になります。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

　岩出図書館（分館・分室含む）では特別整理期間として年に一度（2 月下旬）の休館
をいたします。 
　この間は、20 万冊以上ある所蔵資料の動きを止めての一斉点検や、普段できない建物
機器の修理・点検を行う大切な時期になっています。図書館の資料は貸出・返却や館内
閲覧によって位置が常に動くことや、置き場所が細かく決まっているために、その位置
にないと資料探しのご要望にお応えできないという事態が発生します。
　快適で便利に図書館をご利用いただくために必要な作業を行っておりますので、ご迷
惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

特別整理期間って、なあに？

★図書館システム機器入替作業のため、

の終日、インターネットサービス（蔵書検索・予約等）を停止させ

ていただきます。

①ハンディ端末を使っての全資料の点検（20 万冊以上の資
　料のバーコードを 1 冊ずつチェックします）　
②建物設備の点検・修理（耐久機材の交換や、点検修理をし
　ます）
③機器類の定期点検修理（機械部品の交換や、点検修理をし
　ます）
④普段できない清掃（本をよけて書架を清掃します）
⑤防災設備の点検や訓練（非常ベルや消火設備の点検修理や
　防災訓練をします）
⑥書架整理（増えた本の移動や、古い雑誌などの処分をしま
　す）

（日本語吹替・日本語字幕）

図書館ＤＶＤ上映会

開場　    午後 1 時
開演　　午後 1 時 30 分

＊入場は無料です（先着 100 名）

●ベスト・キッド（140 分）

日　時　

場　所　　　岩出図書館　大会議室

2 月 11 日（土）

時間
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市の人口と世帯（平成 23 年 12 月末現在）
総人口 : 53,276 人（男 :  25,756 人　女 : 27,520 人）　
世帯数 : 20,926 世帯　　

◆避難場所、避難方法などを家族で話し合いましょう。

◆持出品の準備をしましょう。

◆災害に備えて

　防災について家族と話し合ったり、家の周りの
点検など日頃から災害に備えておきましょう。

○日頃からの準備

◆避難経路を歩いてみましょう。

◆避難カードを身につけましょう。

◆災害に備えて家の中や家の周りを点検しましょう。

岩出市防災マニュアル シリーズ No.1

　災害が発生したときに住民の皆さんが安全に避難していただくために、浸水範囲や土
砂危険箇所、避難場所などの情報を示した「岩出市防災マニュアル」を作成しました。
　今月号から全４回にわたり「岩出市防災マニュアル」の中身を紹介していきます。

→

避難する時は、家に避難先や安否情報を
書いたメモを残しましょう！！

◆非常時持出品
○食料・飲料水、衣料品、貴重品、ラジオ
　懐中電灯・道具類、医薬品などです。

　災害に備えて、いつでも避難できるように日頃から準
備をしておきましょう。

◆非常時持出品は家族構成を考えて必要なものを用意
　しておきましょう。

◆安全な避難を行うために、必要最小限の荷物にしてお
　きましょう。

◆荷物は男性で 15㎏、女性で 10㎏程度が目安です。
　事前に持ち運びできるか、確認しておきましょう。

◆リュックサックなどに家族各自の荷物を分割させてお
　きましょう。

◆災害情報
　災害発生の危険性が高まった場合には、気象情報、河川情報、避難情報といった様々な情報が発信されます。また、

避難が必要となった場合には、「避難勧告」や「避難指示」を発令する場合があります。

　特に、台風や暴風時には雨戸を閉め切っていたり、風雨の音で災害情報が伝わりにくい状況も予想されます。重要

な情報を逃がさないように、災害情報に注意し、速やかな避難を心がけましょう。

※詳しくは、平成 23 年

12 月広報と一緒に配布

させていただいた「岩出

市防災マニュアル」をご

覧ください。「岩出市防

災マニュアル」は、岩出

市ウェブサイトにも掲載

しています。

岩出市・和歌山県が発表する避難情報

◆川の防災情報（国土交通省）　http://www.river.go.jp/

◆岩出市安心・安全メール配信サービス　http://iwade.mail-dpt.jp/

台風情報・大雨や洪水注意・警報等の情報

◆岩出市ホームページ　http://www.city.iwade.lg.jp/

◆気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp

◆防災わかやま　http://www.pref.wakayama.lg.jp/bousai/index.html

河川の水位や降雨の状況についての情報

避難カード

生年月日

岩出市西野 209

そうへぃちゃん

緊　急

連絡先

氏　名

2006 年 4 月 1 日

住　所

性別

① 000-000-0000

② 000-000-0000

③ 000-000-0000

家族

◇人

緊急避難先

避難所
①□□小学校

いわで し  にしの

避難所

②△△山公園

ふりがな

緊急避難先

①□□小学校

①□□小学校

②△△山公園

②△△山公園
①□□小学校

②△△山公園

ふりがな

避難情報

気象情報

河川情報

次の方法で情報を入手することができます。

地
震
・
津
波

風
水
害

避難場所


